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USCMAは、USCertified Management Accountantの略で、日本語では"米国公認管理会計士"と訳されます。
米国ではUSCPA（米国公認会計士）と並び二大会計資格の一つに数えられ、資格取得後は主にコンサルティング業務や
企業内の会計・財務・企画部門で活かすことができます。
USCMAでは会計・監査・様々な数値の分析・リスクマネジメントなど、経営に関する幅広い知識を学習しますので、ビジネス
パーソンとしての価値をさらに高めることが可能です。就職・転職・キャリアアップにも有効な資格です。

★

★

米国公認管理会計士試験（USCMA）は、4年制大学の学位があれば受験が可能です。就職・転職を考えた場合、企業から英語力
（TOEIC®  L&R TESTのスコア等）も求められる時代に突入しましたが、急速にグローバル化が進んでおり、英語力だけでは差別化が
難しくなっているのが現状です。そこで、お勧めしたいのが国際資格で比較的短期合格を狙える米国公認管理会計士（USCMA）です。
学習開始から6ヵ月～9ヵ月で全2科目合格を目指せます。ビジネスパーソンが知っておくべき知識を英語で学習しますので、就職・転
職後の実務でも活かすことができます。初学者の方は、基礎知識部分をUSCPA（米国公認会計士）講座のBECコースで学習していた
だきますので、次の資格としてUSCPAも狙いやすくなっています。

★

資格情報

就職・転職活動に活かせる

米国公認管理会計士（USCMA）試験は全て英語で行われますので、試験に合格することにより経営・財務・企業統治等の知識が身に付
くことはもちろん、ご自身の英語力の証明にもなります。
登録後は「米国公認管理会計士（USCMA）」と名刺に記載ができます。ステータスアップや転職・就職でのアピール等にも有効です。

★

★

英語力・会計知識の証明になる

グローバル化が進む世の中において、英語力とビジネスパーソンとして備えておくべき知識を有している人材が近年、増々求められる
傾向にあります。多くの業界で規制緩和が行われ競争が激しくなる状況の中で経営者の経営判断がより一層シビアな形で求められて
います。この厳しい経済環境の中、企業が生き残っていくためには経営コンサルティングや企業内診断の重要性が今後より高まって
いくと予想され、米国公認管理会計士（USCMA）の存在価値もますます高まっていくと予想されます。
中小企業診断士の方や中小企業診断士の学習経験者の方にもお勧めです。現在お持ちの知識に英語をプラスすることにより、日米
のコンサルティングに関する資格を取得できます。今後は国内だけではなく、海外企業との取引や交渉事も増加すると考えられます。
英語力を身に付けるということは、コンサルティングの生命線とも言える情報収集を英語で行えるという事を意味しますので、他者と
の差別化ができ、ご自身の希少価値を高めることができます。

★

★

経営コンサルティング・企業のファイナンス部門で知識を活かせる

〈米国公認管理会計士（USCMA）とは?〉

米国公認管理会計士
［USCMA］について
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日本にいらっしゃるUSCMA取得をお考えの皆様へ

IMA® （Institute of Management Accountants：米国管理会計士協
会） について
IMAは管理会計の専門職の推進に焦点を当てている機関のなかでも最
大規模で最も信頼を受ける機関の一つです。国際的には、IMAは調査・
研究、USCMA （米国公認管理会計士） 、CSCA（戦略および競合分析
の認定）プログラム、継続教育、ネットワーキング、および最高の倫理的な
ビジネス慣行の擁護を通して、管理会計の専門職を支援しています。
IMAは、The Accountant/International Accounting Bulletin誌の
「Professional Body of the Year」に2度選出され、150か国で140,000
人以上の会員から構成される国際的ネットワークを有し、350以上の職業
専門家チャプターおよび学生チャプターを有しています。米国ニュー
ジャージー州モントベールに本部を置くIMAは、南北アメリカ、アジア/太
平洋、ヨーロッパ、中東/インドからなる世界4つの地域にローカライズした
サービスを提供しています。詳しい情報は www.imanet.org を参照して
ください。

USCMA（米国公認管理会計士について）
USCMAの資格は、フォーチュン500の企業の50％以上、さらに数百の中
小企業で採用されている世界共通のパスポートです。USCMAを取得す
るには、テクノロジー、データ分析、リスクマネジメント、企業財務、倫理な

ど、ビジネスにおける12のコアな実践分野を網羅した2部構成の厳しい試
験に合格する必要があります。これまでに、100か国以上で100,000を超え
る人々がUSCMAを取得しています。IMA会員者とUSCMAプログラム
は世界中で成長し続けています。日本におきましても、新会員数は前年比
20％増加し、CMAは昨年より14％増加しています。

日本人受験性をバックアップ
IMAはシンガポール地域支社から、日本の会員とUSCMA受験生をサ
ポートしています。さらに、アジア太平洋地域には、日本を含め8つのIMA
支部があり、すべてIMAメンバーのボランティアによって運営されていま
す。IMA東南アジア・オーストラレーシア地区シニアディレクターのJosh 
Heniro 氏は次のように述べています。「20年にわたる会計・財務の分野
での専門的な経験を通じて、私は今でもUSCMA（米国公認管理会計
士）が先進的で厳格なトレーニング内容であると感じています。ご不明な
点やサポートが必要な場合はまずIMAのシルバー認定コースプロバイ
ダーとして認められているTACにお問い合わせください。IMAにできるこ
とがございましたら、いつでも遠慮なくお申し付けください。

ジョシュ・ヘニロ
Josh Heniro, PhD

東南アジア・オーストラレーシア地区シニアディレクター
IMA® （Institute of Management Accountants）

TACはIMA協会認定のコースプロバイダーです

FP＆Aが担う仕事、日本企業も求人を出すようになってきた背景
――――――――――――――――――――――――――――――
FP&Aとは、Financial Planning & Analysis（ファイナンシャルプランニン
グ&アナリシス）の略で、企業が経営戦略を策定する際、管理会計・財務の
プロの立場からその意思決定に深く関わる職種です。
FP＆Aは、日本ではまだ聞きなれない職種ですが、欧米の企業では浸透し
ており、日本でも外資系企業に加え、最近は日本の大手企業からもこのFP
＆Aの求人情報が出るようになってきました。
FP＆Aが担う仕事は、日本企業ではこれまで経理・財務部門に包括されて
いましたが、日本の企業も求人を出すようになった背景としてはコーポレート・
ガバナンスの強化が急務になっているという状況もあります。また、CEO（最
高経営責任者）に近い立場で管理会計のプロとして意思決定をサポート
する仕事であることから、将来のCFO（最高財務責任者）候補としてとらえ
る企業も出てきています。

FP＆Aに求められる知識
――――――――――――――――――――――――――――――
経営や会計に関する知識、特に管理会計の知識とビジネス英語力があれ
ば、FP＆A職へのキャリアチェンジにつなげられる可能性が高まります。英
語について言えば、一般的なビジネスシーンで使える英語表現だけにとどま
らず、専門分野の英語力もあるとさらにあなたの希少価値が高まります。

日本でも注目度が高まっている職種
FP＆A（エフピー アンド エー）とは？

FP＆Aに直結する知識が身に付けられるUSCMA資格
――――――――――――――――――――――――――――――
USCMA試験は、財務計画、分析、管理会計等の分野について英語で出
題される試験です。プロとして英語で管理会計実務ができることの証明に
なり、FP&Aの仕事に直結する知識が身に付けられる資格と言ってもよい
でしょう。


